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要約

　大学で実施されているインターンシップに参加することによる社会人基礎力への効果がいわ

れている。一方で、効果の向上のためには社会人基礎力を意識させる教育プログラムが必要で

あることも指摘されている。本研究は、インターンシップに参加した学生22名（有効回答21名）

を対象に、インターンシップ参加の効果と社会人基礎力との関連を明らかにし、社会人基礎力

の向上という点で教育効果の高いプログラムを検討することを目的に質問紙調査を行った。結

果、インターンシップ参加後で根気と自尊感情が有意または有意傾向として高いことが示され

た。また、社会人基礎力（インターンシップ参加前・参加後）とインターンシップ参加の効果（役

立った群・役立たなかった群）の分散分析の結果として、自尊感情では「自立心を高める」に

有意な、「責任感をつける」に有意傾向の、根気では「大学での学習意欲を高める」に有意傾向の、

一貫性とGritsでは「大学で学んだことの実践」に有意傾向の交互作用が示された。自尊感情

を高めるインターンシップ学習の教育内容としては、自立心や責任感の向上に関連するプログ

ラムの実施が効果的と考えられた。また、やり抜く力を高める教育内容としては、大学での学

びと関連した職場における課題解決型のプログラムを実践することがより効果的であると考え

られた。
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背景
日本におけるインターンシップは「学生

が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関
連した就業体験を行うこと」と捉えられ、大
学等の積極的関与のもと推進されることが望
まれている（文部科学省, 2015）。実際、イ
ンターンシップを実施した大学（学部・大
学院）数は、2017年度では565校（実施率
72.4％）であったのに対し、2019年度では

701校（実施率89.2％）と増加している（文
部科学省, 2019）。

インターンシップ参加による大学での学
習及び就業意識への効果については、今後
の学習の動機づけの機会となったという報
告（三浦, 2016; 酒井, 2015）や学業と職業
の接続に対する意識が高まったといった報告

（本田, 2018）がなされている。一方で、イ
ンターンシップ経験により社会人基礎力が向
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上したと自己認識し、その社会人基礎力を志
望動機や自己PR等の就職活動に活かしてい
ることも報告されている（真鍋, 2010）。社
会人基礎力は「職場や地域社会の中で多様な
人々とともに仕事を行っていく上で必要な基
礎的な能力」と定義され、①前に踏み出す力

（主体性、働きかけ力、実行力の要素）、②考
え抜く力（課題発見力、計画力、創造力の要
素）、③チームで働く力（発信力、傾聴力、
柔軟性、状況把握力、規律性、ストレスコン
トロール力の要素）の 3 つの能力から構成
される（経済産業省, 2006）。インターンシッ
プによる社会人基礎力または社会人基礎力を
構成する要素に近いと考えられるものに対す
る効果については、インターンシップ参加を
通して社会人基礎力の12個の要素すべてが
上昇し、特に主体性と創造力が大きく伸長し
た（津田・前田, 2016）、感情統制以外のコミュ
ニケーション力、共感する力、関わる力が向
上した（矢崎・中村, 2013）、対人基礎力（親
和力、協働力、統率力）、対自己基礎力（感
情制御力、自信創出力、行動持続力）、対課
題基礎力（課題発見力、計画立案力、実践力）
が向上した（須永・斎藤・柳澤, 2015）とい
う報告がなされている。また、学生自身が評
価した成長した力、身についた力については、

「行動を起こす（自ら物事にとりかかる、実
行する）」「完遂（一度決めたこと、やり始め
たことはやり切る）」「主体的行動（自分の意
志や判断において自ら進んで行動する）」（須
永・斎藤・柳澤, 2015）や、「自分が置かれ
ている立場・状況を考える力」等の対他者関
連や、「物事を続ける力」「心や身体を自分の
意思でコントロールする力」等の対自己関連
のもの（河野, 2011）が高い割合であったこ
とも示されている。

このようにインターンシップによる社会
人基礎力への効果が報告される一方で、イン
ターンシップによる学生の意識の変化や成長

度を高めるためには、社会人基礎力を意識さ
せる事前研修、インターンシップ及び事後研
修の連続した教育プログラムが必要であるこ
とが指摘されている（松尾, 2015; 津田・前
田, 2016）。そこで本研究は、インターンシッ
プに参加した学生を対象に、「インターンシッ
プにどのような意義があったか（役立った
か）」と社会人基礎力との関連を明らかにし、
社会人基礎力の向上という点で教育効果の高
いプログラムを検討するための基礎資料を示
すことを目的とする。

方法

1 ．対象及び手続き
関西福祉科学大学健康福祉学部健康科学

科の「インターンシップ科目（事前指導）」
及び「インターンシップ科目（インターンシッ
プ・事前指導）」を履修した22名を対象にイ
ンターンシップ参加前と参加後の 2 回質問
紙調査を行った。参加前の 1 回目の調査は
2019年 7 月に、 2 回目の調査は2019年10月
に行った。 2 回の調査両方に回答があった
21名（ 2 年生16名、 3 年生 5 名）を分析対
象者とした（ 1 回目回収率100％、 2 回目回
収率95.5％）。

インターンシップ科目は事前指導、事後
指導もワーク等も取り入れた授業形式で行っ
ており、夏期休暇中にインターンシップの実
習が実施された。実習先は大学コンソーシア
ム大阪を利用したものと学科から紹介したも
のがあり、学科から紹介した実習先の 1 つ
に関西福祉科学大学EAP研究所が携わってい
るクリニックがあった。クリニックでは復職
支援プログラムへの陪席、参加を中心とした
実習プログラムが組まれていた。
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2 ．調査内容
1 ）基本属性

現在の学年、参加したインターンシップ、
インターンシップ先、アルバイト経験、につ
いて回答を求めた。
2 ）インターンシップ参加の効果

木村・その他（2017）が用いたインター
ンシップ参加の動機に関する質問項目の文章
表現を一部修正し、インターンシップ参加の
効果として 2 回目の調査の際に尋ねた。質
問項目は、「企業で働くことへの興味」、「視
野を広げる」等の17項目で、「 1 ．大いに役
立った」～「 5 ．まったく役立たなかった」
の 5 段階と「 0 ．該当しない」の 6 つの選
択肢で回答を求めた。なお、本研究では「 0 ．
該当しない」と回答された項目がなかったこ
とと天井効果を考慮し、「大いに役立った～
役立った」を役立った群、「どちらともいえ
ない～まったく役立たなかった」を役立たな
かった群と 2 値化して分析を行った。
3 ）自尊感情

山本・その他（1982）の自尊感情尺度を
使用した。全10項目で、「 1 ．あてはまらない」
～「 5 ．あてはまる」の 5 件法で回答を求
めた。 1 回目と 2 回目の調査両方で尋ねた。
4 ）やり抜く力

西川・その他（2015）の日本語版Short 
Grit尺度を使用した。この尺度は 8 項目から
なり、下位尺度には①根気：根気強い努力

（「頑張りやである」「勤勉である」等 4 項目）、
②一貫性：関心の一貫性（「新しいアイデア
や計画を思いつくと、以前の計画から関心が
それる」「物事に対して夢中になっても、し
ばらくするとすぐに飽きてしまう」等 4 項
目）があり、両者の合計がGrit（根性、やり
抜く力）得点となる。「 1 ．あてはまらない」
～「 5 ．あてはまる」の 5 件法で回答を求
めた。 1 回目と 2 回目の調査両方で尋ねた。
5 ）セルフコントロール

尾崎・その他（2016）のセルフコントロー
ル尺度短縮版を使用した。全13項目で、「 1 ．
全くあてはまらない」～「 5 ．とてもあて
はまる」の 5 件法で回答を求めた。 1 回目
と 2 回目の調査両方で尋ねた。

3 ．倫理的配慮
質問紙の表紙にて、回答者への倫理的配

慮に関する記載（回答は調査対象者の自由意
志に基づくこと、個人情報やデータの取り扱
い等）を明記するとともに口頭でも説明も行
い、調査に「同意する」または「同意しない」
の回答を求めた。本調査は関西福祉科学大学
研究倫理委員会承認を得て実施した（承認番
号17-08）。

結果

1 ．参加したインターンシップ別の対象者
　　の背景

参加したインターンシップである大学コ
ンソーシアムと学科独自プログラム別の対象
者の背景について同等性を確かめるためχ
2 検定を行った。結果を表 1 に示す。学年
において有意差が認められ 2 年生と 3 年生
の比が異なることが示されたが、インターン
シップ先及びアルバイト経験には有意差は示
されなかった。

2 ．インターンシップ参加前後の心理的変化
インターンシップ参加の効果によってイ

表１　参加したインターンシップ別対象者の
　　　背景
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ンターンシップ参加前後の自尊感情、やり抜
く力、セルフコントロールの変化に違いがあ
るかを検討するため、それぞれについて 2

（参加前・参加後）× 2 （役立った群・役立
たなかった群）の分散分析を行った。結果、
自尊感情では「責任感をつける」「ビジネス
マナーを習得する」「自立心を高める」「現実
社会の厳しさを知る」「大学で学んだことの
実践」「就職活動の一環として」「ビジネス知
識を習得する」において有意または有意傾向
の自尊感情の主効果が見られ、「責任感をつ
ける」「自立心を高める」に有意または有意
傾向の交互作用がみられた（表 2 ）。Gritの
根気では、「自立心を高める」「職業意識を高
める」「現実社会の厳しさを知る」「大学での
学習意欲を高める」「大学で学んだことの実
践」「就職活動の一環として」「企業を理解す
る」「ビジネス・マインドを理解する」「学ぶ
べき課題と方向性の発見」「ビジネス知識を

表３　根気とインターンシップ参加の効果の
　　　関連

表４　一貫性とインターンシップ参加の効果
　　　の関連

表２　自尊感情とインターンシップ参加の効
　　　果の関連
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習得する」「大学での学びを深める」」におい
て有意または有意傾向の根気の主効果が見ら
れ、「大学での学習意欲を高める」に有意傾
向の交互作用がみられた（表 3 ）。Gritの一
貫性では、「大学で学んだことの実践」に有
意傾向の交互作用がみられた（表 4 ）。セル
フコントロールでは、「ビジネスマナーを習
得する」に有意傾向のセルフコントロールの
主効果が見られた（表 5 ）。

考察

1 ．インターンシップ参加による心理的変化
インターンシップ参加前後の比較により、

インターンシップを通して自尊感情及び根気
が高まったことが示された。先行研究におい
ても、インターンシップを通して社会人基礎
力のうち意欲や自信を支える自尊感情を含む

「主体性」の能力が特に伸びたという報告や

（津田・前田, 2016）、学生が「物事を続ける
力」（河野, 2011）や「完遂（一度決めたこと、
やり始めたことはやり切る）」が向上したと
自己評価をしたという報告（須永・斎藤・柳
澤, 2015）がなされており、本研究も同様の
結果が得られたといえる。

自尊感情に関しては、インターンシップ
参加による効果の「自立心を高める」「責任
感をつける」と関連することが示された。イ
ンターンシップ経験者は未経験者と比較して

「周囲の学生より秀でている」と回答する者
が多いことが指摘されている（河野, 2011）。
インターンシップ参加により企業における社
会人としての経験をすることで、自立心や責
任感を意識するようになったり身についたと
感じたりするようになる。そして、周囲より
も一歩先に社会に踏み出し、社会人として重
要な自立心や責任感の面で成長したという実
感から、自尊感情が高くなった可能性が考え
られる。したがって、インターンシップ実習
においては自尊感情を高めることを視野に入
れる場合、自立心や責任感の向上に関連する
プログラムが効果的といえる。

やり抜く力に関しては、インターンシッ
プ参加による効果の「大学での学習意欲を高
める」は根気に、「大学で学んだことの実践」
は一貫性と関連することが示された。

インターンシップを通して大学での学び
が将来の仕事に関連することや役立つという
意識を持つようになることが報告されている

（本田, 2018）。インターンシップは大学での
学びが将来につながることを体感するととも
に身に付けた力の実践により学習の効果を再
確認する機会となり、結果、大学での学習意
欲が高まり、継続して今後も学んでいこうと
する根気や一貫性と関連すると考えられる。
したがって、インターンシップ実習において
やり抜く力を高めることを視野に入れる場
合、大学での専門的な学びと関連する内容を

表５　セルフコントロールとインターンシッ
　　　プ参加の効果の関連
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扱うプログラムが効果的といえる。特に、「課
題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備
すること」「目標を設定し確実に行動するこ
と」といった計画力や実行力は、インターン
シップでの課題解決に向けた内容を通して身
につくことが示唆されている（藤本, 2017）。
大学での学びと関連した職場における課題解
決型のプログラムを実践することがより効果
的である可能性が考えられる。

2 ．限界と今後の展望
本研究ではサンプル数の限界から、イン

ターンシップ先の分野別の検討は行わなかっ
た。しかし、インターンシップ先の企業との
マッチングにより学業と職業の接続に対する
意識の高まりに影響がある可能性が示唆され
ている（本田, 2018）。また、インターンシッ
プ実習の中身についても企業で就業体験を行
う日常業務型と企業等から与えられた課題を
チームで解決していく課題設定型とでは社会
人基礎力の向上への影響に違いが生じること
も示唆されている（真鍋, 2010）。インター
ンシップ先の業種や実習のタイプにも焦点を
当て、様々なパターンでの実習のプログラム
の可能性を検討する必要性がある。

今後は、本研究での結果を踏まえたプロ
グラム内容を検討し、実践し、その効果を検
証することが求めあれる。また、実習のプロ
グラムとともに事前学習・事後学習がともに
一連の流れとなるような授業内容を検討する
ことも必要と考えられる。
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